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2017年度 花川中の財政

１．市配当予算の現状と課題

（２）市配当予算の執行は、校内配分予算に基づき、「必要なものを必要なときに必要なだけ」購入するという姿勢で執行しました。

【市配当予算の執行報告】

項 目
2016

最終配分額 決算額 市経理
(参考）

私費負担額 合計

教科 590,000 513,641 体育 30,401 0 30,401

美術 44,130 344,803 388,933

理科 42,874 未確定 (42,874)

家庭 56,471 245,002 301,473

技術 42,162 未確定 (42,162)

音楽 53,183 0 53,183

書写 47,613 0 47,613

英語 188,352 0 188,352

数学 7,684 0 7,684

その他 771 0 771

分掌 40,000 19,331 進路 8,800 未確定

研究 9,927

管理 604

印刷関連 1,300,000 1,351,904

一般消耗品 200,000 232,513

工作用紙\10,650、檜棒、クリアホルダー 他

薬品類\42,874

炊飯器\49,980 他

のこぎり替え刃\65,000 他

楽曲CD、ハンドベル\24,995 他

入試対策CD\6,480 他

Ⅰ．2016年度花川中の財政決算報告及び現状と課題

（１）2016（H28)年度の配分予算は，消耗品については教科書採択替期特別加算配分等のため前年度比323,000円増のの2,603,000円

となりました。増額要望分を効果的に執行するよう心がけてきました。配分増といえども予算執行上多難が予想されました

が、皆様のご協力により無事に執行することができました。

（３）予算の効果的執行のため、11月に再配分（予算補正）作業を行いました。補正により、各教科を中心に必要な消耗品類を一定

程度充足させることができました。

（４）全予算にわたり、積極的な予算執行ができましたが、 2017年度に向けた備蓄が手薄となり、不安を残しました。

説明

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙｸﾞﾛｰﾌﾞ\19,980 他

FAX原稿用紙

筆ペン\15,000、半紙\24,486 他

デジタル教科書１～３年 \184,770

受験情報誌購入

研究用図書購入

熱帯魚関係用品

市配当消耗品費に対する印刷関連費の割合： 73.70%(H23)、57.67%(H24)、48.70%(H25)、50%(H26)、

57.7%(H27),57.4%(H28)と、3年連続50%越となりました。日頃の節約に感

ༀ

り
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維持管理 130,000 231,028

行事 80,000 83,324

保健衛生 150,000 171,101

(予備的経費) 113,000 0

小計 2,603,000 2,602,842

印刷製本費 50,000 8,100

備品修繕料 130,000 110,484

生徒用図書費 620,000 619,877

通信運搬費 54,540

手数料 43,929

管理備品購入費 210,000 198,072

市教委予算による管理備品購入

あすなろ消耗品 120,000 88,992

【教材備品購入費執行報告】

項目 配分額 執行額

教材備品購入費 811,000 794,232

２．学校徴収金の現状と課題

【学校徴収金の執行報告】

経費名 収入決算 支出決算

美術 344,803 344,803

技術

家庭 252,327 245,002

理科

（２）そのような中でも、学校徴収金処理の適切化や保護者負担の軽減・公費化は前進しています。今後ともご協力宜しくお願いします。

具体的には、職員会議等で示していきたいと思います。

留意事項

実習教材費
市配当予算からの支出額44,130円

市配当予算からの支出額42,162円

市配当予算からの支出額56,471円

市配当予算からの支出額42,874円

（１）昨年に比べ決算報告が遅延しています。私費会計の取扱は慎重に進める必要があることをご理解下さい。

未確定

未確定

校舎管理に関して、公務補を中心とした迅速な対応の結果、予算を大きく上回ってしましました。

校舎の老朽化に伴い、今後も支出が増えることが想定されるため、経費節減に向けた方策が必要になると思われます。

授業で使う消耗品を中心に執行。

説 明

５月11日職員会議決定どおり執行しましたが、見積価格が予想より高く、何点か積み残しが生じました。

市教委予算による現物配備 学級増に伴い書画カメラ・テレビは緑苑台小学校から移管。楽器購入特別配分でフルート・トランペット230,000円

楽器修理55,512円、跳び箱修理、バレーネット修理 他

担当者の労を多とします。

180,000

楽器調整30,000円、保健室用品ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ14,400円、柔道着ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ89着で50,730円、旧図書室の交換した

カーテンを試験的にクリーニング。切手54,540円。入試関係の切手代は、前年度から引き継がれた切手

以外は公費支出としました。

11月16日の職員会議で決定しましたが、ワックスがけボランティアさんの強い要望で、

モップ絞り器を購入し掃除機を見送りました。

学級増に伴い教卓用事務机 他 生徒机イスセット等は余りの学校から移管。

入学式胸花\19,504、体育祭鉄柵\17,928、卒業式学事報告用紙\3,606 他 学校際は全額生徒会費

保健室医薬品\60,464、トイレットペーパー15箱（\79,380=昨年比３箱増）など。

卒業証書朱印刷込8,100円。「花中の教育」の製本は昨年からファイル方式になったので、今後配分調整※を行います。

※配分調整：学校の実情に合わせて、市教委が学校の要望にそった配分を

行うこと。（例：修繕料を減らして消耗品費を増やす）



~ 12 ~

230,720 231,040

84,158 82,120

1,304,129 718,352

9,555,000 9,555,000

1,574,400 1,553,928

140,000 140,000

あすなろ実習費 22,708 22,708

1,327,387 136,422

自転車シール

３．補助金その他の現状と課題

【市補助金その他の執行報告】

経費名 予算額 執行済額

外部指導

者活用事

業補助金

40,000 40,000

石教振

生徒指導費
58,000 58,000 教護協会研修会旅費、着替え用ジャージ、祭典等巡視旅費等。

（１）学校奨励プログラムについては、目的に沿った執行が定着しつつあります。この財源を有効に使うために、

さらに情報提供を進めていくことが必要です。

内訳

部活動外部指導者（バスケットボール・ソフトボール各20,000円）

学力向上サポーター480,000円

校外学習 生徒一人あたり約800円（自主研修・帰路交通費含まず）。奨励プロ補助金からの支出なし。

生徒一人あたり約1,622円（あすなろ単独実施のもの）

進路指導費

同窓会費 3年生一人1,000円 剣道部全国大会補助 卒業記念品

未確定

17,596

その他：あすなろ農業体験、カレンダー作り 40,220

その他：2年職場訪問、自主研修プレゼン 110,403

その他：３年職場体験、自主研修プレゼン 79,019

その他：印刷用紙等 9,720

未確定

学校奨励

プログラ

ム補助金

修学旅行 生徒一人あたり65,000円（自主研修交通費含まず）。奨励プロ補助金から、レンズ付きフィルム等70,220円支出

宿泊学習 生徒一人あたり12,300円（自主研修・帰路交通費含まず）。奨励プロ補助金から、ﾚﾝｽﾞ付きフィルム等40,783円支出

学力テスト 不足分320円は過年度諸費から立替。現在残高9円

生徒手帳 現在残高2,038円

学級費 担任自費負担有り。生徒会費との統合を検討中。

生徒会費 現在残高 585,777円（昨年527,421円）。学級費との統合を検討中。

380,000 366,705

未確定

環境教育：ESD掲示板作成など 42,843

人権教育：いじめ撲滅、情報モラル、命の学習など 38,724

平和教育：命の学習 28,180

国際理解教育：クリスマスカードなど



~ 13 ~

PTA会費 69,999

課外活動費 50,000 20,750

バザー会計 700,962 434,342

CRT学力検査

知能検査

Q-U実施料

１．予算の概要と執行方針

２．【市配当予算の執行計画】

配分項目
昨年の

決算額

今年の当

初配分額

教科 513,641 345,000 理科 70,000 美術 40,000

体育 30,000 書写 20,000

技術 80,000 家庭 40,000

音楽 30,000 数学 15,000

その他 20,000 その他

分掌 19,331 40,000 研究 10,000 管理 5,000

進路 25,000

１年 405円×178人＋手引き

105円×２回×431人

Ⅱ．2017(H29)年度花川中の財政計画について

（１）2017(H29)市配当予
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印刷関連 1,351,904 1,300,000

一般 232,513 200,000

維持管理 231,028 100,000

行事 83,324 90,000 入学式 15,000 学校祭 15,000

体育祭 25,000 卒業式 15,000

宿泊学習 10,000 修学旅行 10,000

保健衛生 171,101 150,000 医薬品類 50,000 衛生 100,000

補正原資 200,000

消耗品費合計 2,602,842 2,425,000

印刷製本費 8,100 20,000

備品修繕料 110,484 130,000

生徒用図書費 619,877 620,000

通信運搬費 70,000

手数料 110,000

食料費 5,505 5,000

教材備品購

入費
794,232 1,627,000

98,469

■楽器の調整に当初30,000円

■ミシンの調整を今年２台くらい実施して、以降年次計画で実施

■柔道上着・保健室シーツ等クリーニング。カーテンについては、傷むリクスもありますが基本は洗濯機で

洗ってください。

■郵券は、事務連絡用。職場訪問依頼礼状などは奨励プログラム補助金で。進路関係は進路費と調整しながら

執行します。

■保健室器具・薬品。トイレットペーパーなど

■卒業証書朱印印刷8,000円
■「花川中の教育印刷帳合製本」については、H28年度からファイル方式に変更。H29年度は配分調整により印刷製本費減額しました。

■楽器修理費として当初70,000円。年度末に残が出る場合も楽器修理に回します

■今年度は加算配分はありません

■今年度の消耗品配分額2,425,000円ですが、当初計画2,225,000円でスタートし、秋の補正予算で調整します。

ただし、昨年に比べて補正原資が少ないため、補正に大きな期待を寄せるのは禁物です。

■楽器購入特別配分750千円＋877千円です。購入計画については別途提案します。

■来客用お茶

◆近年旅行行事で旅行ガイドブックが必要とされています。

奨励プロ補助金からも支出実績がありますが、公費予算措置

も必要と考え配当しました。

■入学式：入学生胸花

■学校祭：学校祭は基本的に生徒会予算で。昨年も実績が

ありませんが、公費化の検討のため予算化しておきます。

■体育祭：昨年に引き続き鉄杭10本必要となっています。

印刷機インク・マスター、コピー・プリンタトナー、印刷用紙など。当初予算前年同額。

H27当初配分1,200,000円でしたが、生徒数・学級増及び決算状況に鑑み、H28より当初配分を増額しました。

ここでの節約が、教科消耗品の配分増となって、保護者負担軽減に繋がります。印刷しないで済ませられる

ことを考えるようにしてください。小研修室のカラーインクジェットプリンタ使用注意。

■事務用品や教授活動等に伴う消耗品。個人の要望に応えるのは困難（特に事務用品）です。ここでの節約が、教科消耗品の
配分増となって、保護者負担軽減に繋がります。引き続き節約に努めて下さい。不要なラミネートやカラープリント、
ラベルシールなどに留意下さい。

■・指導要録、出席簿用紙 ・得点通知封筒 ・集金袋封筒 ・生徒指導簿 ・職員録 等はこの区分から支出。
■採点用赤ペンは原則としてダーマトグラフィーを使用することになっています。
■「学習の記録」用ファイルについて、１年生分は購入済みです。２・３年生は原則これまで使用していたものを
引き続き使用して下さい。

■昨年度は予算を10万円以上上回る支出がありましたが、当初予算は例年通りに抑えて、経費の削減に

つとめます。

■教室ハンガーやトイレ関連消耗品の充実については今年度で終了しますが、トイレ環境整備は今後も

留意が必要です。
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管理備品購

入費
198,072 210,000

あすなろ消耗品 88,992 102,000

３．学校徴収金納入額見込・予算・留意事項等

予定収入見込

美術 357,600

技術 904,900

家庭 272,100

理科 89,400

222,400

80,280

－

922,000

8,772,000

未確定

未定

154,800

129,000

４．補助金関係配分見込・予算・留意事項等

経費名 予算額 予定総額

420,000

自転車シール 通学許可生徒のみ（150円）

留意事項

学校奨励プログラム

補助金

配分確定後計画作成。あすなろ農園・花壇・カレンダー活動。修学旅行・宿泊学習・校外学習経費の一部（要成果物作成）。

全校道徳講師派遣。ボランティア清掃。国際理解活動（英語科）。人権・平和教育に係る活動（いのちの学習、

薬物・情報モラル集会 他）。職場体験学習・キャリア教育・高校訪問の郵便料 他。その他。

進路指導費 3学年一人1,200円（予定） 事務用品費・書籍は公費で。郵券の全額公費化を検討。

同窓会費 3年一人1,000円 各教室に扇風機寄贈300,000円

1年校外学習 〃 35,000円程度 〃

あすなろ実習費 昨年度から、適時集金となっています。 校外学習交通費、調理実習など

3年修学旅行 一人68,000円参加151名

学校奨励プログラム補助金からファイル、ガイドブック、

写真データ費用など、プレゼンのための経費55,000円程度

支出予定

2年宿泊学習 〃

学級費 生徒会費と統合

生徒会費 一人2,000円 学級費と生徒会費を統合

学力テスト 1年320円、2年320円、3年960円 全額私費負担

生徒手帳 180円 金額据え置き

実習教材費

１～３年各800円 市配当予算の当初配分40,000円

1年1500円、2年3100円、3年1300円 市配当予算の当初配分80,000円

1年500円、2年800円、3年500円 市配当予算の当初配分40,000円

１～３年各200円 市配当予算の当初配分70,000円

■購入計画については別途提案します。

あすなろ学級消耗品＋通級教室開設費 の額です。

経費名 内 訳 留意事項
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40,000

58,000

70,000

－

バザー収益金

107,200

72,325

96,810

－

外部指導者活用事業補助

金
部活動外部指導者（バスケットボール・ソフトボール) 【学力向上サポーターは今年度実施せず】

石教振

生徒指導費

（金額は予定）生徒指導関係研修会（教護協会他）旅費、祭典巡視手当、非常用ジャージ購入、

ヘアカラー・除光液などはこの予算で購入します。

PTA会費 行事助成費（演台花など）＋医薬品費（医薬品費は市経理予算に順次移行します）

知能検査 １年 405円×175人＋手引き

Q-U実施料 105円×２回×461人

AAI検査 実施せず

課外活動費 具体的執行計画はスポンサー会議にて確認。顧問保険料・生徒還元費は廃止の予定。

繰越金278,367 原則としてPTA活動に対するものであるが、学校運営に寄与する場合も有り（課外活動会計への助成を検討中）

CRT学力検査 １・２年 320円×325人＋手引き
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Ⅴ 事務部

１．基本方針

こどもの学ぶ権利の保障と本校教育目標達成のため、学校事務の諸活動を通した学校づくりを推進する。

２．重点目標

(1) 学校運営の円滑化と教育課程推進のための学校財政の確立

(2) 学校事務を基点とした情報の発信と活用に向けた手立ての定着化と研究

(3) 地域に根ざした学校づくりの推進

(4) 市内各校事務部門との連携・教育情報の収集を活用した本校教育推進

(5) 法令関係その他の諸庶務の迅速・適切な推進

３．業務内容と分担

担当者 業 務 内 容

常陸

(高松)

＜学校財政財務活動＞

予算編成、予算執行、予算要望、備品整備計画・管理、決算・反省

＜教育情報活動＞

学校間連携、学校支援地域本部事業、学校奨励プログラム事業、学校ホームページ

高松

（常陸）

＜庶務＞

文書収受、教員免許関係事務、公務災害関係事務、服務関係事務 共済・互助会事 務、就

学援助事務、給食事務、給与・手当、旅費、学校諸会費収入 、証明書 発行、 郵券管理、

給食需要数、その他

４．業務の具体的推進

＜学校財政財務活動及び教育情報活動＞

(1) 活動方針

① 学校教育活動の中での学校事務の活動領域を確立するため、他職種との連携を始めとする学校事務の機能化

に向け実践、研究を進める。

② 学校財政活動を、「予算編成－執行－予算要望－決算・反省」という１年間のサイクルとして押さえ資料収

集など各節目に沿って提案し業務を進める。

③ 施設設備の整備・充実のため実態把握や保管の適正を期し、全職員と協力体制をとりながら具体的業務にあ

たる。

④ 石狩市公立小中学校事務職員学校事務連携会議に参加するなかで、各校の財政運営の実態交流など積極的な

情報収集をはかる。

(2) 本年度の課題と重点

① 校舎内環境整備の充実

2016 年度の重点目標として「本校生徒の生活態度改善に鑑み、生活環境の改善に取り組むため教室・校舎内

外環境（美化・掲示物・安全性・快適性など）改善に関する予算配分に留意する」としたものの、その進捗

状況は十分と言えないことから、引き続きこれらの課題について重点的に取り組む。

② 保護者負担の軽減・公費化に向けた財務の確立

子どもの貧困対策推進法・子供の貧困対策に関する大綱の制定により、学校が貧困対策のプラットフォームと

位置づけられたことを受け、これまで以上に予算の効果的執行に留意し、保護者負担の軽減・公費化と教育

課程推進の充実をともに進めるよう取り組む。特に、学校徴収金の執行状況について調査・分析を進め、課

題を明らかにし改善の道筋を探る。

実践交流資料【花川中学校】 予算関連部分の運営計画
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(3) 具体的取り組み内容

＜学校財政財務活動＞＜教育情報活動＞

業務項目 取り組み内容 留 意 点 等

学校財政財務

（備品整備計画

・管理）

◆予算編成

◆執行

◆予算要望

◆反省評価

●本校の予算実態がわかりやすく提示されているか

●市配当予算とそれ以外の財源の関わりが分かりやすく提示されているか

●全ての教育活動と関連を持った予算配分となっているか

●保護者負担軽減、公費化の観点が盛り込まれ明確になっているか

●説得力のある要望書づくりのための現状分析（教室訪問等各担当との面談に

よる情報収集・学校徴収金実態調査・町内外他校との情報交換など）は充分に

行われているか

●情報提供を充分に行い、全職員が予算要望の内容にかかわれる体制づくりが

はかられているか

◆教材備品整備

計画

◆管理備品整備

計画

◆備品点検

◆台帳管理

●教科を始めとする全領域での効果的活用を推進するため計画的整備を図る

●前年度予算要望資料を活用するとともに、全職員からの要望に基づき計画す

る

●備品の整備状況、利用状況等についての資料化と情報提供を図る（活用）

●備品台帳の整備を基本として、現状を把握し、必要に応じて点検活動を行う

（管理）

●点検活動については、教科担当等と連携して進める

●廃棄物品について適宜手続きを行う

教育情報 ◆教育情報の還

流

◆学校事務の学

校間連携

◆学校ホームペ

ージ

◆保護者向け事

務だより

●学校事務推進の過程で発生した情報を積極的に校内に還流する

●事務職員連携会議及びその他の学校間連携の活動推進に積極的に関わり、そ

の成果を本校教育推進に役立てる

●学校事務情報を媒体とした、教職員組織の機能化を進める観点

●地域社会との関係を意識した情報の取り扱い－「生徒保護者向け事務だより

」や花中ホームページを活用した地域社会への積極的情報還流

学校と地域を結

ぶ活動

◆学校支援推進

本部担当

●地域ボランティアを活用し、学校運営や教育課程推進のサポート体制を作る

●開かれた学校の観点を目指し、常に新しい取り組みを模索する

特色ある教育の

推進

◆学校奨励プロ

グラム交付金

事業

●現金配分のメリットを生かし、教育活動推進のため積極的活用を図る

●保護者負担軽減の観点も持ちながら有効活用を図る

＜庶務＞

(1) 文書管理

①文書受付発送の手順

ア 着信文書収受（郵便、ＦＡＸ、電子メールなど）→受付印→教頭確認→校長確認→教頭から各担

補足 花川中学校は事務職員加配校であり、事務職員は以下の管理部門業務

にも携わっています。

・校舎内外の環境整備計画、推進

・教室等割り当て ・校舎の管理責任者の割り当て

・校舎内外の施設設備の管理、保全、修理、営繕計画

・生徒用の机、椅子、靴箱などの配置と管理

・職員室座席配置と職員用机、椅子、靴箱などの割当て

・校務用 PC 及び校内 LAN の管理

・職員トイレ清掃当番表作成


